
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

    

   

  

   

 

                                     

 

 

 

 

                                         

ロボットのセンサー ～何をどう感知しているのか～ 
日時：令和５年６月２４日（土）９：４０～１１：５０ 

場所：千葉市科学館７階企画展示室       参加者：４３名（科学部セミナー含） 

講師：千葉大学大学院工学研究院 大川一也先生 

【受講生の感想】 
・ロボットがどのように人や物を感知しているのか、センサーには様々な種類があり、それぞれどのようにして動
いているのかなど、細かい部分まで説明してくださったので改めてロボットにも関心をもちました。 

・私は、ロボットについてあまり知らず、身近なロボットは掃除機くらいしかなかったけど今回様々な種類のロボ
ットや、それに使われているセンサーを知りすごいと思いました。考えていたよりもロボット作りは大変そうで
一度チャレンジしてみたいと思いました。 

・センサーやプログラムについて理解できました。学校で勉強した知識と今回の講義の発展的な内容を結びつけ
ることができ、より関心が増しました。コンテストに出たロボットの後継機を生で見る機会はないし、初めてだ
ったのでとても興味深く面白かったです。将来の夢が工業系なので、勉強にも生かしていきたいと思います。 

・センサーは名前ぐらいしか知らなかったけれど、今日の講座でエンコーダや気圧センサーなど知らなかったセ
ンサーの仕組みやはたらきを知ることが出来ました。さらに最近のレーザーや RGB-D センサーについてもく
わしく教えてもらえたので、とてもよい機会になりました。もっと、センサーについて詳しくなり、身の周りセ
ンサーについても知りたいです。 

・センサーについてとても分かりやすく説明していただいたので、話を聞いていてとても楽しかったです。身近な
話題をつかってロボットについて話をしてくれたので想像しやすく、共感しやすかったです。今日の講座を受け
られてよかったと思います。ありがとうございました。 

・様々な物質の性質を利用したり、コンピュータなどを使ったりするセンサーの仕組みにはとても驚きました。自
分もゲームをやっていて人工衛星から位置情報を得ているのは知っていたのですが、たまに位置がずれてしま
ったり、広告もないのに無料だったりすることに疑問をもっていたため、解決できて嬉しかったです。 

ゲーム機のコントローラーに

も様々なセンサーが利用され

ています。 

ロボットが信号

を自分で判断し

ています！ 

距離の違いによって 

色が変わっているよ。 

今年度、作成中のロボットを 

持ってきていただきました。 


